
研究の目的

技術の説明

主 な 結 論

既製コンクリート杭の杭頭接合部に簡易接合法を適用するための技術です。簡易接合法を採用することによっ

て、基礎の耐震性能を向上させると共に、工期・コストを削減できます。

現在、既製コンクリート杭の杭頭接合方法は、補強鉄筋を使用して杭とフーチングを剛結する方法（通常接合法）

が主流です。本来、杭頭を剛結した場合、地震時には杭頭部に応力が集中するために、杭は損傷を受けやすくなり

ます。本研究では、既製コンクリート杭の杭頭接合部を合理化する目的で、補強鉄筋を使用せずに杭とフーチング

を半剛結とする接合方法（簡易接合法）の耐力と変形性能を実験と解析によって求めています。
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既製コンクリート杭に簡易接合法を採用した場合、通常接合法に比較して、杭頭の曲げモーメントを６～７割に低

減できることとが分かりました。研究結果から、既製コンクリート杭に簡易接合法を適用することが可能と考えて

います。
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